
議
案
第
１
号

　
積
丹
町
固
定
資
産
評
価
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
付
け
職
員
人
事
異
動
に

伴
い
、
新
し
く
固
定
資
産
評
価
員
を

選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

税
務
課
長
　
田
村
　
貴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
　
　
意
）

議
案
第
２
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
積
丹
町
多
茂
木
団
地

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

議
案
第
３
号

　
積
丹
町
農
業
委
員
会
の
委
員
定
数

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
の
選

出
方
法
が
公
選
制
か
ら
、
市
町
村
長

が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
方

法
に
制
度
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
改
正
後
の
農
業
委
員
会
委
員
の

定
数
を
新
た
に
定
め
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号

　
積
丹
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

議
案
第
５
号

　
積
丹
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

 

積
丹
町
税
条
例
に
つ
い
て
は
、
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置

の
創
設
及
び
軽
自
動
車
税
の
グ
リ
ー

ン
化
特
例
の
延
長
規
定
の
整
備
を
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
つ
い
て

は
、
低
所
得
世
帯
の
税
負
担
軽
減
措

置
に
係
る
所
得
判
定
基
準
を
拡
大
す

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
条
文
規
定

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号

　
積
丹
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

　
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
費
や
電

気
自
動
車
車
庫
設
置
工
事
費
な
ど
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

２
，
５
６
０
万
１
千
円
を
追
加
し
、

28
億
１
，
５
５
２
万
２
千
円
に
す
る

も
の
で
す

　（
議
案
第
２
号
～
議
案
第
６
号

　
　 

　
ま
で
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

News議会ニュース

 第２回町議会臨時会

　平成 29 年第２回町議会臨時
会が５月 10 日に招集され、同
日閉会しました。
　そのあらましについてお知ら
せします。

屋 外 に
いる場合

・近くのできるだけ頑丈な建物に避難する。

・近くに適当な建物がない場合、物陰に身　

　を隠すか地面に伏せ頭部を守る。

屋 内 に

いる場合

・できるだけ窓から離れ、できれば窓のな　

　い部屋へ移動する。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
学
ぶ

　
北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署
（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、
普
及

が
進
む
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
の
交
通

事
故
な
ど
に
迅
速
に
対
応
す
る
た

め
、
古
平
支
署
と
合
同
で
札
幌
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
㈱
か
ら
講
師
を
招
き
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
両
の
講
習
会
を
実
施
し

ま
し
た
。

  

講
習
会
で
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

両
の
特
徴
な
ど
の
基
礎
知
識
の
あ

と
、
消
火
・
救
急
・
救
助
活
動
時
の

注
意
点
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
参
加
し
た
23
名
の
消
防

隊
員
は
、
通
常
の
自
動
車
と
の
違
い

を
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
熱
心
に

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

  
俵
谷
支
署
長
は
「
普
及
が
進
む
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
両
に
対
す
る
知
識
の

向
上
や
危
険
個
所
の
再
確
認
が
出
来

た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
事
故
発
生
時

に
は
よ
り
安
全
で
迅
速
・
確
実
な
対

応
が
可
能
と
な
る
よ
う
日
々
の
訓
練

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
町
内
児
童
も
避
難
訓
練

　

ま
た
、
同
支
署
で
は
、
町
内
の
４

つ
の
小
学
校
で
火
災
の
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
『
お
は
し
も

3

3

3

3

』
と

い
う
言
葉
を
暗
記
し
な
が
ら
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

『
お
は
し
も

3

3

3

3

』
と
は
「
押
さ
な
い
、

走
ら
な
い
、
し
ゃ
べ
ら
な
い
、
戻
ら

な
い
」
の
頭
文
字
で
避
難
の
際
に
と

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、『
お
は
し
も

3

3

3

3

』

を
意
識
し
な
が
ら
、
迅
速
に
安
全
な

場
所
ま
で
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
の
後
に
は
、
消
火
器
を

使
っ
た
模
擬
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

消
火
器
の
し
く
み
や
消
火
の
仕
方

な
ど
を
消
防
隊
員
か
ら
教
わ
り
、
普

段
あ
ま
り
使
う
こ
と
の
な
い
消
火
器

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
回
の
避
難
訓
練
は
火
災
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
で
し
た
が
、
地
震
・

津
波
な
ど
の
際
に
避
難
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
発
生
し
ま

す
。日
々
の
備
え
が
大
切
で
す
の
で
、

小
さ
な
事
か
ら
準
備
を
し
ま
し
ょ

う
！

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。3

3

3

3

▲ハイブリッド車講習の様子（5/16）

▲日司小学校での避難訓練（5/6）

№
２
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（全国瞬時警報システム（Ｊアラート）をご存じですか？）

●全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは

　弾道ミサイル情報、大津波警報、緊急地震速報など、対処に時間的余裕のない事態に関する 11 の
情報を、国（内閣官房・気象庁から消防庁を経由）から送信し、町のＩＰ告知端末機や屋外拡声器
等を自動で起動することにより、国からの緊急情報を国民に瞬時に伝達するシステムです。
　このため、各家庭に設置しているＩＰ告知端末機が、使用できる状態にあるかどうか、常に確認
をお願いします。

●Ｊアラートのシステム構成図

　弾道ミサイル情報などの国民の保護に関す
る情報と、大津波警報などの自然災害の発生
等に関する情報が、下記の流れで伝達されま
す。

●弾道ミサイル情報について

　新聞やテレビでミサイル落下の危険性が報道
されていますが、ミサイルが日本に落下する可
能性がある場合は、特別なサイレン音がＩＰ告
知端末機などから放送されます。（日本の領土・
領海に落下する可能性がないと判断された場合
は、放送されません。）

特別なサイレン音とメッセージが放送された
ら、直ちに、下記の行動をとってください！

屋 外 に
いる場合

・近くのできるだけ頑丈な建物に避難する。

・近くに適当な建物がない場合、物陰に身　

　を隠すか地面に伏せ頭部を守る。

屋 内 に

いる場合

・できるだけ窓から離れ、できれば窓のな　

　い部屋へ移動する。

 

国
（
消
防
庁
な
ど
）

積 丹 町
役 場

ＩＰ告知端末機

屋外拡声器

エリアメール

１．事案の概要

　被処分者は、平成２９年４月２３日（日）１９時頃、

勤務終了後、私用で運転する自家用車で余市町から

積丹町へ帰宅途中、余市町富沢６丁目の国道２２９

号を積丹方面に走行中、進行方向前方左側から車道

を横断中の歩行者と衝突し、死亡させた。

公　表

２．懲戒分者

　積丹町教育委員会生涯学習課 臨時職員 ５０代

３．処分年月日　平成２９年５月１６日

４．処分内容　停職２月間

 積丹町教育委員会職員の懲戒処分について
　地方公務員法第２９条第１項の規定に基づき、積

丹町教育委員会職員の懲戒処分を次のとおり行いま

したので公表します

後志広域連合からのお知らせ

【問合わせ先】　
　後志広域連合介護保険課
　℡　0136-55-8013
　役場住民福祉課
　℡　44-2113

ＩＰ告知端末機から「弾道ミサイル情報」など自動で放送！

※エリアメール～町内にいる携帯電話利用者に一斉に
　配信されます。一部の携帯電話では、設定が必要な
　ことがありますのでご確認ください。

人工衛星

（全国瞬時警報システム（Ｊアラート）をご存じですか？）（全国瞬時警報システム（Ｊアラート）をご存じですか？）

●全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは●全国瞬時警報システム（Ｊアラート）とは

弾道ミサイル情報、大津波警報、緊急地震速報など、対処に時間的余裕のない事態に関する 11 の
情報を、国（内閣官房・気象庁から消防庁を経由）から送信し、町のＩＰ告知端末機や屋外拡声器

国からの緊急情報を国民に瞬時に伝達するシステムです。
　このため、各家庭に設置しているＩＰ告知端末機が、使用できる状態にあるかどうか、常に確認

ＩＰ告知端末機から「弾道ミサイル情報」など自動で放送！ＩＰ告知端末機から「弾道ミサイル情報」など自動で放送！ＩＰ告知端末機から「弾道ミサイル情報」など自動で放送！

　平成 28 年 12 月 31 日現在、65 歳以上

の方（要介護認定を受けている方を除く）

を対象に、皆さんの介護予防に役立てる

ことを目的として、介護予防・日常生活

圏域ニーズ調査を行っています。

　対象者には、調査票を郵送しています

ので、６月 20 日㈫までに投函をお願い

します。
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